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以下のほん訳は，「プリローダ｣，1979年,NQ8,p.74-79に掲載された論文から訳出したものである。()内は，
読者の理解を助けるための訳者による補足である。原論文の2枚の図は色刷であるが，訳稿では記号化するなどの改
変をして転載した。文献や原論文の図の修正について御教示下さった清水大吉郎氏ならびに新堀友行氏に深謝する。
ソ連邦科学アカデミー極東科学センターに所属する太平洋海洋学研究所の研究者達による長年に
わたる研究の成果として，日本海の地質図が作成された。日本海海底の地質構造に関する新しい事
実は，海底のドレッジや，地球物理学的方法や，深海掘削によってえられたものである。それ以外
に，日本海沿岸地域の地質構造が詳細に研究され，沿海州や日本の地質構造について，新しいデー
タがえられている。
日本海の海底を地形的な特徴によって区分すれば，陸棚，大陸及び島の陸斜面，“水面下の高所”
〔海嶺，海山，海台などを一括した呼びかた〕,深海の盆地及び凹所，の4つの単元に分けられる。
大陸斜面帯では，地殼のタイプが，陸棚上の大陸型地殼から，中央海盆〔日本海盆〕を特徴づける
亜海洋型地殼へと移りかわる。沿海洲の大陸型地殼は，厚さ約35kmで，上部の“花崗岩質層”と下
部の“玄武岩質層”との2つの主要な層から成っている。中央海盆では，“花崗岩質層”は欠如し，
堆積物層の下位に直接に，海面下5．0～5.5kmの深さの所に“玄武岩質層”がある。この“玄武岩
質層”の下底面は，海面下15～18kmの深さの所にある。このように，この深海盆での地殼全体の厚
さは，大陸の％以下である。日本海の中央海盆の地殼と，〔典型的な〕海洋型地殼とをくらべてみる
と，前者の“玄武岩質層”の厚さが後者の2倍をこえること，ならびに，大洋底では堆積物の厚さ
が数100mであるのに対して，日本海の中央海盆では堆積層が著しく厚くて2～3kmに達すること
が相異点である。地球物理学的方法によって，中央海盆のみならず，本州海盆〔大和海盆〕の内部，
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さらに北大和堆，南大和堆〔大和堆〕及び北東大和堆〔拓洋堆〕の中間にある海盆でも，地殼構造
力ざ亜海洋型であることが判明している。
水面下の高所は，日本海海底の面積の約半分を占めており，その部分の地殼構造は亜大陸型に属
する。〔典型的な〕大陸型地殼との相異点は，地殼全体の厚さがうす〈（約20km),また,"花崗岩質
層”がうすくて通常6～8伽をこえないことである。亜大陸型と亜海洋型との中間の地殼構造を示
す部分が，深海の凹所に見られるが，その研究は現在十分には行われていない。これらの凹所では，
“花崗岩質層”の厚さが水面下の高所よりもうすい部分が存在していると考えられる。
日本海の海底は，起源や年令がさまざまな岩石から成りたっている。最も年代の古い先カンブリ
ア時代の岩石は，〔朝鮮東岸のウツリョウ島の北東20kmの〕クリシュトフオビッチ海台の南側斜面か
ら発見されている。これらの岩石は，年令約27億年の片麻岩，及び年令19～22億年の片麻花崗岩と
ミグマタイトである。これらの岩石は，広域変成作用の条件下で形成されたもので，朝鮮半島にみ
られる始生代及び原生代の岩石に類似しているも東朝鮮海台には，おそらく原生代に，深部条件の
もとで形成されたとみられる優白質花崗岩が広く分布している。
ピョートル大帝湾西部の大陸斜面では，沿海州にみられる原生代の岩石に類似した花崗片麻岩や
花崗岩類が発見されている。また，ピョートル大帝湾の陸棚の北部には，後期原生代の角閃岩，は
んれい岩類，及び花崗岩類が分布している。北大和堆では，中生界及び新第三系中の礫岩の礫とし
て，おそらくは先カンブリア時代のものとみられる変成岩類がしばしば産出する。日本海の南部で
は，隠岐海嶺から花崗岩類と粘板岩がドレッジされているが，これらはおそらく，本州や隠岐に分
布する原生代の岩層群に属するものであろう。
日本海の地質断面にみられる古生代の岩石は，変成された堆積岩，火山起源の岩石，及び貫入岩
類によって代表される。堆積岩類としては，砂岩・シルト岩・粘土質スレート．珪岩があり，ピョ
ートル大帝湾の陸棚及び大陸斜面，ビーチャシ海山，北東大和堆に分布する。東朝鮮海台では，古
生代の堆積物は，シルト岩をはさむ砂岩，及び細礫岩層で代表される。古生代の花崗岩類は北大和
堆に広く分布し，類似の花崗岩類は，隠岐海嶺の北部とプルジェワリスキー海嶺〔隠岐海脚〕に発
達している。
中生代の岩石は，古生代のものと同様に，堆積岩，火山岩及び送入岩層から成っている。沿海州
沿岸の陸棚や大陸斜面では，陸上のものと同様なトリアス紀・ジュラ紀・白亜紀の地層が分布して
いる。類似の地層は，ペルヴェネッツ海山からも見出されている。白山瀬からは，180～190m.y.
B.P･の変成作用を受けた砂岩や粘板岩がドレッジされている。北大和堆及び南大和堆の広大な部分
を，厚さ600m以上の下部白亜系の含炭層が占めている。
白亜紀後期～古第三紀初期の火山岩類は，ほぼすべての海面下の高所やシホテアリンの大陸斜面
に見出されるが，それらは年令50～100m.y､の凝灰岩及び熔岩である。これらの火山岩類は，組成
からみて，陸上の環境で生成したものである。全体としてみれば，この岩層群の岩石は，シホテア
リンの沿岸火山帯にみられる白亜紀後期のものに近縁である。
*Lelikov,E.P.,Bersenev,I.I.,1975,助たんdyAc(zd勘えUSSR,vol.223,no.3,p.676-679
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白亜紀後期の花崗岩類は，クリシュトフォピッチ海台の大きなマスをつくる力:，そこでは年令
100～110m.y.の閃緑岩・花崗閃緑岩・花崗岩であり，シホテアリンの大陸斜面とケバス(Gebass)
海山では，年令50～100m.y.の優白質花崗岩である。
沿海州沿岸の陸棚や大陸斜面を一面におおって分布する玄武岩や安山岩質玄武岩の年代は約50m.
y.で，先新生界の基盤と中期中新世の地層との中間の位置を占めている。組成が安山岩質玄武岩に
近く，年令が20～45m.y.のものは，大和海嶺の広大な部分に分布している。
その他の日本海水域では，玄武岩類が，孤立した火山をつくり，あるいは，火山列から成る長さ
50km,幅25kmの山脈をつくっている。日本海北部の水面下の高所は，かんらん石玄武岩と安山岩質
玄武岩から成るが，日本海南西部の海面下の火山は，新第三紀の玄武岩類，かんらん石玄武岩，及
び粗面岩から成っている。
孤立した火山の斜面からは，玄武岩類のほかに，石英斑岩や凝灰岩のみならず，おそらくは火山
噴火の際に深所からもたらされた花崗岩類もドレッジされている。今までに調査された古第三紀～
中新世初期の時代の火山はすべて，斜面を，玄武岩類の礫や破片を含む中期中新世及びそれ以後の
新第三紀の地層によっておおわれている。まれには，ウツリョウ島とトクト(Tokto)の場合のよ
うに，火山は最近の1000年の間に活動した。未だ発見されてはいないが，同様な〔若い〕火山が，
日本海のほかの地域に存在する可能性がある。
新第三紀の火山性堆積岩層（年代およそ30m.y.)は，組成が様々 な凝灰岩や熔岩から成り，日本
海の東部及び南東部に限って分布し，南大和堆，白山瀬，隠岐海嶺などで見出されている。
新第三紀の堆積岩は，日本海海底のほとんど全域をおおっている。沿海州の沿岸帯では，場所に
よっては，基底部に礫岩を伴う粘土岩やシルト岩が，基盤岩類をおおって分布している。中期中新
世及び後期中新世の地層は，基盤岩類または古第三紀の玄武岩類をおおい，基底部に礫岩と細礫岩
を伴っている。これらの地層は，珪藻土岩・凝灰岩・シルト岩・砂岩から成り，厚さは450mに達
することもある。
層序的断面の最上部は，全体の厚さが約300mに達する鮮新世の堆積物から成る。その下部は礫
岩・珪藻土岩・凝灰質珪藻土岩・石灰岩・泥灰岩から成るが，上部は砂岩とシルト岩から成る。
上述したのと同様な組成をもつ新第三紀の堆積物は，ドレッジによるサンプリングが行われた日
本海のすべての海面下の高所で，一貫して認められている。
中央海盆と深海の凹所では，地球物理学的な方法によって，堆積物は上部層と下部層の2つの層
から成ることがわかっている。上部層は，約10の反射波境界面を含み，その厚さは100mから700
mまで変化する。結晶質基盤の上にのる下部層は，反射波境界面をほとんどもたず，厚さは0．8～
1.5kmである。深海掘削船グロマー ・チャレンジャー の第31次航海(1972年〕において，中央海盆
と，北東大和堆の北側斜面，及び本州海盆で，深さ約500mまで掘られた3本のボーリングによっ
て，この深海部堆積層の断面の上部が明らかにされた噸。
第四紀の堆積層は，海底谷や海底山脈の斜面で傾斜20｡～30°をこえる部分を除いては，日本海海
＊プリローダ，1974，第8号，112ページ参照。
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底のほぼ全域をおおっている。沿岸海底の第四紀堆積物全体の厚さは，0～80mの範囲で変化する。
第四紀の堆積物では，シルトが卓越し，砂，砂礫，及び礫はより少ない。沿岸の浅海では海成堆積
物が卓越するが，その間に所々，河川成・湖成・沼成の砂・シルト・泥炭などの陸成堆積物がはさ
まれている。これらの陸成堆積物は，氷河期の海の後退によってできたものである。海面下の高所
では，第四紀堆積物の厚さは，ふつう20mをこえることはないが，深海盆や凹所では130mまで増
大する。
日本海海底の地質図を作成する過程で，海底の構造形成に大きな役割を演じた，多数の断裂があ
ることが判明した。
一部の断裂は，日本海盆地の形成開始以前に形成され，他の断裂の出現は盆地自体の形成により
条件づけられ，最後に一部の断裂は盆地の形成後，それがさらに発達する過程で生じたものである。
日本海海底の多数の断裂構造のうちでもっともユニークなもの－それは富山海谷〔深海長谷〕
である。この海谷は本州からはじまり，富山舟状海盆から本州海盆〔大和海盆〕を経て中央海盆ま
で,800kmにわたって延びている。海谷の軸は，長さ30kmに及ぶ部分から成る破砕帯である。
富山深海長谷の通路は，本州海盆と中央海盆では平坦な海底にあるが，白山瀬の水域では固い火
山岩からなる山地部分を横切り，また北東大和堆の山地の支脈を横切っている。
富山深海長谷の形成は，洪積世末期，すなわち10,000～20,000年より前に遡ることはない。換言
すれば，富山深海長谷は最近に生じた断裂であり，発達の初期の段階にあるものである。この海谷
は，その最南部を除き，ほぼその全長にわたって，本州の巨大なリフト系である大地溝帯〔フォッ
サ・マグナ〕に一致している。古第三紀末期に本州で始まった地殼の伸張力：，現在でも，日本海の
海底で続いているのである。
今までにえられたデータから，日本海盆地の地質構造発達史について，いくつかの結論をみちび
き出すことが可能となる*。
問題は次の点にある。すなわち，日本海盆地の起源については，ほかの縁海や多数の内海の盆地
と同様に，現在までに統一された見解がないことである**･海盆が〔海洋地殼の〕レリック起源だ
とする説に賛同する人がいなくなった一方で，多くの研究者は，「塩基性化作用｣仮説，すなわち，
大陸型地殼が海洋型地殼に改造され，それに伴って地表が沈降するという考え，に賛成し続けてい
る。「塩基性化作用｣仮説の見地からでは，大陸と日本列島に見られる圧縮構造の形成を説明するこ
とは不可能である。次に述べる仮説は，地殼が伸張を受けるリフト地帯の存在と，盆地の縁辺部に
沿う地殼の圧縮地帯の存在とを仮定している。この場合，リフトを限る断裂の年代は，地殼の圧縮
の結果生じた構造の年代と同様に，日本海盆地の形成期を決定するものである。
沿海州沿岸の大陸斜面に露出している固結した基盤岩類で，もっとも年代の新しい岩石は，白亜
紀後期の花崗岩類及び火山岩類で，その年代は80～100m.y.である。この地域の大陸斜面から産す
る岩石で，もっとも年代の古いものは，40～50m.y,に形成されたものである。したがって，大陸斜
*Bersenev,I.I.,1972,B'か0",1972,no.12,p.52-59.
**Schlezinger,A.E.,1978,Pγ〃0",1978,no､5,p､88-94
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面の基底となり，リフトの縁であった断裂は，後期白亜紀の後半～暁新世に形成された可能性があ
る。
大陸及び日本列島の地殼の圧縮に伴う造構運動は，後期白亜紀の末に発現した。この時期にシホ
テアリンでも，水平方向の変位がおこった。日本列島では，いくつかの地域を除いて，水平圧縮過
程が暁新世と始新世の間ひきつづいた。このように，白亜紀後期及び暁新世～始新世における陸上
での造構運動は，日本海のリフトの発達と対比させることができる。始新世～漸新世以後には，日
本海の西部及び北西部では，顕著な水平的な運動はおこらなかった。
漸新世の末と中新世に，日本列島の西部とサハリンでは，厚さ5,000mに及ぶ厚い火山起源の堆
積物，いわゆるグリンタフが堆積した。同様な岩石は，日本海の東部及び南東部にみられる。
古第三紀には，日本海の水面下の高所は，大部分が島あるいは半島であり，玄武岩質の火山活動
がほぼ全域にわたって生じた。中新世になると，これらの高所の不均一な沈下がはじまり，これに
伴って正断層や地溝の形成がおこり，多くの地域で火山活動がおこった。まずはじめに，日本海南
西部の海嶺が沈下し，つづいて大和堆とプルジェワリスキー海嶺が沈んだ。その際に，北大和堆と
南大和堆の脊稜は，長いあいだ島となって残った。隠岐海嶺と白山瀬が海面下に没したのは，おそ
らく更新世末期の頃であろう。
深海盆の形成にあたっては，リフト帯の地殼のみならず，その間にはさまれていた大陸型地殼の
ブロックにも伸張の影響が及び，伸張力の作用によってこれらのブロックの結晶質基盤も分裂して，
その割れ目に玄武岩マグマが註入した。こうした過程の結果は，“花崗岩質層”の厚さの減少と，亜
大陸型の地殼の形成によって表わされている。亜大陸型地殼のブロックの平均密度が著しく増加し
た結果，これらのブロックは深さ1～2kmあるいはそれ以上まで沈下した。
大部分の研究者の考えによると，日本海は他の縁海と同様に，現世の地向斜あるいは地向斜系で
ある。しかしな力ぎら，日本海の盆地では地向斜に典型的な性質のいくつか，すなわち，地殼の厚さ
の著しい変化と高い熱流量という性質だけが特徴的に見られるにすぎない。50～60m.y.の間に，日
本海では総計2～3kmの堆積物が累積したにもかかわらず，日本海は大陸と大きな列島との間に位
置し，その盆地の深さはしばしば2～3kmをこえる。日本海盆地での火山活動は，主としてその形
成の初期の段階におこったが，最近の15～20m.y.では顕著ではない。海底の地震活動は軽微である。
以上に述べた諸性質からみると，無条件で日本海盆地を新生代及び現世の地向斜に含めることは不
可能である。新生代には，それ以前の地質時代には生じなかった新しい型の造構様式が発生した可
能性がある。
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第1図日本海海底の地形と主な地形単元の名称
（色刷の原図を改変．名称は日本の水路部による呼称と異なるものがある。その場合には
日本名を〔〕で示す）
???????
東朝鮮海台
クリシュトフォビッチ海台
ウツリョウ島
プルジェワリスキー海嶺〔隠岐海脚〕
隠岐海嶺
北大和堆
南大和堆〔大和堆〕
NE:北東大和堆〔拓洋堆〕
H:白山瀬
T:富山海谷〔深海長谷〕
V:ビーチャシ海山
B:ボゴロフ海山（海嶺）
中央海盆〔日本海盆〕
本州海盆〔大和海盆〕
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〔地質今制
｢一丁新第三系
鰯漸斬~中新紬
｢ろ~1古第三組噺築三組の蛾岩火山
＝上部白亜謀.古藻三系
川博白鴎及び牛生辱
腿w古釧"及びぐﾙﾑ糸
蝿剛原蝋I)ﾌｪｱﾝ川原蛾変成岩
ｱﾝ卜歯岩ゞ
〔断梨雄過〕
p
図第1帥断製”
図第2級｡断製
図第3恥断製
図富山藻塩賂(地遥）
第2図日本海海底の地質図（多色刷原図を改変）
＊おそらくは開離断裂
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